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沖縄本島・島尻層群上部の浮遊性有孔虫生層序と

Amussiqpecteniitomiensis（OTUKA）の産出

茨　木　雅　子＊

Planktonicforaminiferalbiostratigraphyofthe upper partof

theShimajiriGroup，Withreferenceto theoccurrenceof

A昭uSSiopecteniitomiensis（OTUKA）

MasakoIBARAKl

Planktonic foraminiferal biostratigraphy of the upper part of the Neogene Shimajiri

Groupisexaminedatthe China－Kudekensection，the southem OkinawaIsland，The new

OCCurrenCe Ofpectinid mollusca，Amussiqpecteniitomiensis，at Tetokonin a horizon just

below the Shinzato Tuffis also repoted，Where such planktonic foraminifera as Globo－

YVtalia tosaensisis associated．

The Shinzato formation arld the Chinen Sand are assigned to Zone N．21and N．22，

respectively．On the correlation of the studied section with the Sagara－Kakegawa area，

thelower part of the Shinzato Formation can be assigned to the Totomian，the upper

Part Ofthe Shinzato Formation to the Suchian and the Chinen Sand to the Kechienjian

Stages，reSpeCtively．

Nospecimenof Globoquadrinaasanoiwasfoundinthestudiedsection．

1．はじめに

沖縄本島南部に分布する新第三系島尻層群の最上

部から，その上にのる知念砂層にかけての浮遊性有

孔虫についてはすでに述べた（IBARAKIandTsUcHI，

1975）。その後，地名地域のゴルフ場建設にともない

島尻層群上部である新里累層（福田ほか，1971）基

底部の新里凝灰岩層から上位へ連続する新しい露頭

が得られたこと，及び新里凝灰岩層直下の層準から

A弼〟SSわβgcgg乃オブわ研gg乃血　を含む貝化石群が産出

したので，ここに改めてこの地域の浮遊性有孔虫生

層序を述べ，掛川地方新第三系と比較検討する。

127050′　E

Fig．1Indexmap．
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本報告にあたり，終始御指導頂き，かつ，貝化石

の同定に関して御教示頂いた土隆一教授に厚く御

礼申しあげる。

2．地名地域の層序概要と　A〝l王はgiqpecfe花

王抒0血fe朋fgの産出

知念砂層（MACNEIL，1960）の模式地は知念岬にあ

Fig．2　GeologicalmapoftheChinenarea，thesouthernOkinawaIsland（Slightlymodified

fromFLINT etal．，1959）

1：ShimajiriGroup，2：Chinen Sand，3：Shinzato Tuff，4‥Naha Limestone，5：

Makiminato Limestone
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伊国土地理院1：50，000地形図

「沖縄市南部・久高島」による

佐

原

Fig．3　Topographicmapofthe Chinenarea，the southern OkinawaIsland，Showingloca－

tionsofthe sectionandthesamplingpolnt．

a：China－Kudeken section

b：SamplingpointTetokon
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るが，その北西約1．5kmのところ，久手堅部落の北

側の高所には，比高40mほどの大きな崖がある。こ

こから地名の部落にかけて4年ほど前からゴルフ場

の建設が始められ，それにともなって新里凝灰岩層

から久手堅の崖に至る連続した層序断面が得られ

た。その断面図を図4に示す。地名の新里凝灰岩層

は厚さ1mの白色凝灰岩層とその上にのる5mの凝

灰質砂層からなっている。それより上位は厚さ100

m近く淡灰色シルト層が続くが，ときに薄い砂層を

はさむ部分もある。

次に，厚さ1m～2．6mの砂層が数枚はさまれる

ようになり，その上に再びシルトがくる。その中に

は厚さ20cmほどの凝灰岩層がはさまれる。この凝

灰岩は厚さ5cmの白色緻密な部分とラミナの発達

した粗粒の部分とからなり，これを久手堅凝灰岩層

と呼ぶことにする。シルトの上にはクロスラミナの

発達した厚さ2．3mの灰色の石灰質シルトがち砂層

があり，その上は灰色の石灰質砂層がのっている。

この石灰質砂層は次第に上位へ風化して褐色となる

が，厚さは少くとも10m以上ある。この最上部の石

灰質砂層は模式地の知念砂層に岩相がよく似ている

し，距離的にも、層位的にも近い位置にあるので知

念砂層の延長にあたると考えている。浮遊性有孔虫

から見てもこの対比は妥当である（IBARAKI and

TsUcHI，1975）。

島尻層群最上部の新里累層と知念砂層との境界は

ここではクロスラミナの発達する石灰質シルトがち

砂層と最上部の石灰質砂層との間になると考えてい

るが，野外で見る限り整合にのっているように見え

る。両者の関係については一般に非整合とする意見

（FLINT etal．，1959，NATORI，H．1976など）がある。

久手堅の露頭を西へ迫って行くと，前述の久手堅凝

灰岩層を切ってその上に直接最上部の石灰質砂層が

のるようになる。この点で確かに不整合的そあり，

若干の堆積間隙があることは間違いない。しかし，

最上部の石灰質砂層下部は，下位のシルトがち砂層

と比較して，貝化石から見ると幾分浅くなっている

とはいえ，同じ外洋性海域で引き続いて堆積したと

考えて差支えない。したがって，現在のところ若干

の同時浸食による堆積間隙は認められるものの全体

としては知念砂層は島尻層群堆積時末期の一連の堆

積物と考えている。

一一一ゝNW

Above

Fig．4　TopographicandlithostratigraphicprofileoftheChina－Kudekensection・

1：Silt，2：Silty sand，3：Sand，4：Tuffaceous sand，5：Tuff；Alphabeticalletters

andfiguresareindicatingnumbersofsamplingpoints・
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Fig．5　Lithostratigraphic columnar section of the China－Kudeken section and the vertical

distribution ofimportant planktonic foraminifera and Amussippecteniitomiensts

（OTUKA）．SymboIsoflithofaciesaresameasFig．4．

また，新里凝灰岩層は地名から手登根を経て西へ

模式地である新里までほぼ連続して追跡できる。手

登根では凝灰岩層直下のあたりで，5cm大のパミ

スの多量に入った凝灰質シルトがち砂層中に

A昭跳ね的地形蕗加扁犯姑　を含む貝化石群を産し

／∴．・l〃／／卜、ん／い・／りJ／／／り／J高〃・、／－＼はすJ川地蛾で．し川隅

（相良層群）から遠江階下部（掛川層群最下部）ま

での示準化石として知られている。手登根では1個

体しか産しなかったが、成貝の左殻で保存はきわめ

てよい。いずれにしても，沖縄では本種の産出は初

めてなのでここに報告する。　A∽α55毎夕gcJg乃

わー／′り扇ぐ〃＼／、、1、叶にHノカメ／√／、／－／／。！、．ル仇黒〃〃／一川∴l招〟／√／

Cf．okau）ai，Gわ′Cymeris cf．ntunda　などが見られ

たが，貝化石群の詳細については別の機会に述べる。

3．浮遊性有孔虫試料の処理

地名の新里凝灰岩層の下約10mの地点より上

位へ知念砂層まで43層準計43点，特に知念砂層に

移り変わる近くでは層厚10cm間隔でいずれも

SPOtSamplingにより約200gずつを採取した。

乾燥試料100gを水洗し，いずれの試料にも多量
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の浮遊性有孔虫が含まれているので，分割し，各地

点とも300個体以上を検出した。また残りの分割試

料についても検鏡した。

4．地名一久手堅層序断面の浮遊性有孔虫

地名から久手堅にかけての層序断面から8地点，

A椚〟55毎夕gcJg乃露わ研わ乃壷　を産する手登根の層準

から1地点，計9地点の浮遊性有孔虫をTablelに

示す。また，これらの中で掛川地方との対比に有用

と考えられるものを取り出して，その垂直分布を

Fig．5に示してある。

浮遊性有孔虫はいずれの地点でも豊富に産する

が，熱帯一亜熱帯要素である　G賊疲併血元払

√…律／り／－′／／／卜、り／り／〃㌔ソ●／J／りんム＼イ〟J／′／J／／りんJ／／ハ＼′JHて′－

／／／げ、（、ノ／り／亘叶J川りん／い　′／／仙／／〟り／）（J／／′、ヾ　／J・／－／り／〃畑、

り／り／〃－け／－JJ川－′ム・＼川んJ、G／り／山ノ目／′J／石　目／ハ、J／／諭／／／ト、

り／り／′・一／吊′／／高「〝／／＝ん／、／一／†仏・〃／－′両J／′J＼川－∴か特に‡・

く，掛川地域や登地域など西南日本太平洋側のほぼ

同時代の地層に比較すると，はるかに豊富に含まれ

ている。

産出するものの中で月扉お親元桁∽　の殻の巻き方

向の変化については，新里累層上部の砂層が数枚は

’きまれる付近で右巻きから左巻きに変わる。しかし，

その変わり方は1m間隔のサンプリングの結果では

序々に左巻きが優勢となり，以後知念砂層まで左巻

き優勢が続く。そして，100％右巻きから一且は

100％左巻きとなるが，その後も左巻きと右巻きとが

混じり合う層準があって複雑に変化し，知念砂層に

なると全体が100％近く左巻きとなるといった経過

を辿る。

次に，Zone N．21を規定するGloboYVtalia tosa－

どれ壷　は新里凝灰岩層の10m下の地点から上位へ

知念砂層まで連続して産出する。下位についてはこ

れ以上近くに露頭がないのでわからないが，新里凝

灰岩付近で産出する　Gわ0γPαねわSα純血　の個体

中には祖先型である　Gわあ0和才αJ由C7℃55年わγ∽ねの特

徴が残っているものが含まれるので，掛川地域の出

現時の例から見ても　Cわ0γPαJαわ5αg乃壷　の出現

層準は，それほどさかのぼらないこの近くであると

思われる。なお，　Zone N．21の初めで消滅する

Gわoq〟αdγ乃αα措辞和α′わ頭わ℃　は新里疑灰岩層の

少し上位までしか産出しないし，そこでの個体数は

わずかである。また，　Zone N・22　を規考する

Gわ0γPおお　γ〟乃Cα〝J乃0元お　はクロスラミナの発

達する石灰質シルトがち砂層上部，即ち，知念砂層

の下30cmのところから産出し始める，この出現層

準では形態は小型であるがはっきりとキールの発達

した個体が試料100g中に数個体含まれ，その

10cm上ではきわめて豊富に産出するようになる。

なお，この出現層準は左巻きの　動地乃αわ乃α優勢の

間にあたり，他の地域の　Cわ鮎γP血Jα　γα乃Cα如才一

肌ぬk　の出現層準がPお地形α血α　の左巻き層準の

間にあることと一致する。また，ZoneN．22から知

られている　Gわなどγ乃0わおSねのgJ〝S　も，ここでは最

上部の砂層（知念砂層）に産出する。　Gわ0rPα由

弼〝よねCα桝g相加　については、相良・掛川地域では相

良層群中にわずかに産するだけであるが，島尻層群

では比較的多産し，上部のクロスラミナの発達する

砂層にまで見られGわ0γ0βぬ　γ〟乃Cα〟J乃βねねS　と

共存している。

一方，手登根では新里凝灰岩層直下の　A研〟SSわー

♪gcお花たわ列㍑わ乃通　産出層準の浮遊性有孔虫は地名

一久手堅断面の同層準のものと全く同じ組成である

カ、二二でも（●ノ／り／…1両／高／日．ヾ／甘〃＼八、rJ／り／柚／JJ′J′ノ／－／J／′／

′／／／再）／川　′／／／／小高／誉HiHl廿るので．・l〃〃卜＼高／′‘／－〃

ggわ雛お花Sねはこれらと共存することになる。現在の

七ころ　▲・lノ／＝＼J／りルル・ノ／J／－／りJJ情〃＼／・・ヒ（品ん／り／．／／／－′／

わSαe裾5ねが共存することが確かめられているのは，

手登根だけであるが，前述したように相良・掛川地

域てこと．・l川小＼／・小川〃わん机／（〃・、／、は心l」柏卜部ま

で産出するので後述する両地域の対比についても問

題はない。

5．掛川地方上部新第三系との比較

島尻層群上部で産出する浮遊性有孔虫について相

良・掛川地域と比較を試みる。

fbJg乃おお乃αの殻の巻き方向の変化は，掛川層群

下部，即ち遠江階では右巻き，掛川層群中部の周智

階になると間もなく左巻きに変化し，掛川層群上部

の結線寺階まで左巻きが続く。

次に，垂直分布であるがGわ0才〟αdr乃αα垣かγα

αJ極少化　は掛川層群下部で消滅する。G如晰血加

わ侮鹿　は掛川層群から急に多産し始める。

Cわ∂rPねγね　わSαe乃血　は掛川層群下部で出現し，
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Tablel．Planktonic foraminifera from selected sampling pointsin the China－Kudeken

section and at Tetokon．
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Cわ0γPねJα　γ〟乃Cα〟肋0おS　は掛川層群上部の結

線寺階直下から出現する等が確かめられている。

（TsUcHIandIBARAKI，1978）。

上述のことがらを島尻層群上部に比較すると新里

凝灰岩付近の層準は　PおJJg乃お古才乃α　が右巻き，

Cわ如和地由わ研αα　が相対的には少ないが含まれ

ること，Gわ如γPねJαわ5αβ形壷　が出現しているこ

と，Gわあ0α〟αdr才乃ααJ壇か和αJ極少化が含まれてい

ることなどから明らかに遠江階に対比でき，また，

P〟よね乃ぬた乃αの殻の巻き方向が変わる付近は周智階

に，Gわ如和α血　相乃Cα〝g乃0ぬkS　を含む知念砂層

は結線寺階に対比される。このような対比は，他の

浮遊性有孔虫種の組み合せから見ても妥当と考えら

れる。このような対比をした場合，掛川地域では，

遠江階・周智階の地層の厚さは規則的な砂泥互層が

少なくとも1500mに達するが，この間約150万年，

島尻層群ではわずか120mにすぎないことになる。

次に，上のような対比をした場合に島尻地域と掛

川地域では若干産状の異なる点もある。1つは，掛

川層群になると急に出現し，豊富に産出して結線寺

階下部で消滅するGわあ叩〟αdrわ？αα5α乃0才で，この種

は地名一久手堅の試料には1個体も含まれていな

い。第二に，月扉お捌血桁∽の殻の巻き方向の変化に

ついては，掛川地域の周智階下部では1組の砂泥互

層，厚さ約30cmの間で100％右巻きから100％左

巻きに変化するが，久手堅の場合は厚さ3mのシル

トの間で序々に左巻き優勢となり，一旦100％左巻き

に変わるが再び両方の巻き万の個体が混って産出

することが多く一定しない。このように掛川地域と

は巻き変化の様子が多少異なっている。もう一つ

は，ZoneN．21で消滅するといわれるGloboYVtalia

珊協〟ねの彿卯甘ねが相良・掛川地域では相良層群にわ

ずかしか産しないが，島尻層群では比較的多く含ま

れ，Gわあ0和才αJ由地形Cα加Jg乃0ぬksの出現層準N・22

まで延び、かつ，共存することである。

6．結　　　論

沖縄南部の島尻層群上部にあたる新里凝灰岩層か

ら知念砂層にかけての浮遊性有孔虫生層序につい

て，次のようなことが明らかとなった。

1）Gわあ0和おJ由れ乃CαJ〟Jg乃0才dぉ　の出現は，地名

一久手堅層序断面上部のクロスラミナの発達する石

灰質シルトがち砂層中に認められるので，これより

上位はBlowのZone N．22　にあたる。これより下

位，新里凝灰岩層の10m下までは右巻きの

PJ′／／（〃山／高〟、（．〟り／…・り血／山／日、ヾ′／（W、／＼．rJ／り／）叫J…′／J●／－〃〟

班毎前日助卸元　などの産出によってZOne N・21

に相当する。

2）島尻層群上部に見られる　f如g乃おお乃α　の殻の

巻き方向の変化，Gわ0rPαJαわSαβ乃S由　の産出，

Gわ0rPわあ　γ〟乃Cα〝J乃0ねおSの出現にもとづいて，

掛川地方との対比をおこなうと，新里累層下部の新

里凝灰岩層付近が遠江階，新里累層上部が周智階，

知念砂層が結線寺階にあたる。ここで掛川層群のこ

の間の1500mに達する層厚は島尻層群上部のわず

か120mに相当することになる。

3）手登根の新里凝灰岩層直下の層準から

A椚〟55才坤gcgg乃オブわ椚お花5ねを産出した。本種の沖縄

における産出は初めてである。同所のシルト中には

り／り／…′小J／／rJ／り＼′什〃＼J工　（J／り／叫／＝′わー／J／′／‘J／小／ノ／川

αJg如わⅦ　を含む。
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